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短時間の水泳運動（20 秒間水泳＋40 秒間休憩）を 8 セッ
ト行い、運動直後、滑車上筋を摘出した。筋の一部は摘出
後すぐに凍結して生化学分析用のサンプルとし、残りの一
部は糖取り込み速度の測定用のサンプルとした。 
 
【結果】本研究では、イソマルチュロースの摂取期間は短
期間であるが、骨格筋の中性脂肪量を有意に低下させた。
一方、グリコーゲン量に変化は認められなかった。この条
件下で糖取り込み速度を測定した結果、運動で誘発される
糖取り込み速度の増加がイソマルチュロースの摂取によ
って増強した（図 1）。また、この際、AMP-Activated 
Protein Kinase (AMPK)とよばれる酵素の活性化もイソ
マルチュロースの摂取によって増強する結果を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】本研究によって、イソマルチュロースは摂取期間
が短期間であっても、運動に対する骨格筋の糖取り込み作
用を増強させることが分かった。このことは、糖尿病患者
において、運動中に生じる急性の血糖低下作用が増強する
可能性を示唆している。また、イソマルチュロースの摂取
は運動に対する AMPK の活性化を促進することも明らか
になった。AMPK の活性化は身体トレーニングによる骨
格筋の適応を惹起する分子であり、かつ糖尿病治療を目的
とした創薬等におけるターゲット分子の 1 つである。よっ
て、本研究結果は、イソマルチュロースを摂取しながら運
動を反復することで、慢性運動に対する骨格筋の適応反応
も増強できる可能性も提供している。 
 
【結論】イソマルチュロースの摂取は、身体運動による骨
格筋の代謝反応を増強させた。イソマルチュロースの摂取
と身体運動の組み合わせは、糖尿病の予防や治療に有用で
ある可能性が示唆された。 
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